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株式会社 Revorf（本社：東京都中央区、代表取締役：末田伸一、以下「Revorf」）は、この度、

国立大学法人京都大学（以下「京都大学」）高等研究院ヒト生物学高等研究拠点（ASHBi）村

川研究室との間で、高感度シングルセル・トランスクリプトーム解析技術に関する共同研究

契約を締結いたしました。 

 

ヒトの臓器は多数の種類の細胞群で構築されているところ、病気の本質的な解明とその治

療薬の探索には、細胞群のままでの解析ではなく単細胞（シングルセル）レベルでの解析が

より適切と考えられております。特に、がんはがん組織内部の多様性が治療を困難にする主

要な原因と解されており、シングルセル解析を用いたがん組織内部の解明は近年の重要な

テーマの一つです。 

 

Revorf は、Revorf の共同創業者兼科学顧問でもある村川泰裕京都大学教授との本共同研究

において、高感度シングルセル・トランスクリプトーム解析技術を開発いたします。かかる

シングルセル解析技術では、他のシングルセル解析技術では解析処理が困難である細胞種

や組織種類においても、高感度、高精度な eRNA 等の RNA 発現のシングルセル解析が可能

になります。Revorf は、既存のシングルセル解析技術等では困難であった遺伝子情報を取

得、解析し、新しい遺伝子診断薬・医薬品の開発基盤の構築を目指します。 

 

なお、Revorf によるかかる高感度シングルセル・トランスクリプトーム解析技術の、事業や

研究における活用に関し、Revorf は既に企業及び研究機関との間で具体的な協議を進めて

おります。 

 

村川泰裕京都大学教授は、ヒトゲノム解析分野におけるグローバルトップリーダーの一人

であり、Revorf の共同創業者兼科学顧問です。同氏は、京都大学医学部卒業後、ドイツのマ

ックスデルブリュック分子医学研究所にてヒトゲノム研究に従事し、理化学研究所の生命

医科学研究センターチームリーダー兼ミラノがん研究所 IFOM のグループリーダーを経て、

現在は京都大学高等研究院ヒト生物学高等研究拠点（ASHBi）教授として、ヒトゲノムの作



動原理の理解によるヒト疾患の解明と医療応用の研究を進めております。 

 

Revorf は、独自のmRNAや eRNA 等の RNA検出解析技術と、医師兼エンジニアらによるデ

ータ分析・AI 開発の技術とを掛け合わせ、未踏遺伝子から疾患関連遺伝子を発掘する医療

技術・創薬基盤手法の確立を目指しております。 

 

Revorf は、引き続き企業や研究機関とともに、かかる医療技術・創薬基盤手法の革新を推進

して参ります。 
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